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写真：群馬県の魅力を発信する SNS 投稿事業「 ぐんま応援びと 」
@hannzo_さん,「自撮り」,尾瀬
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群馬県の概況

〇県内経済概況
・製造業が県内総生産（GDP）の33.4％、
就業者数の 24.2％を占め、県経済をけん引
・野菜産出額全国第6位(891億円)と首都圏の
台所を支える農業県

〇基礎データ
・面積：6,362k㎡（全国第21位）
・人口：1,939千人（全国第18位）
・東京都心から 100㎞圏・東京都心から 100㎞圏

出典：群馬県産業振興基本計画（令和6年度－令和9年度） 2



◆ 全国で初めて５つの取組を総合的・包括的に宣言

◆ 部長級のGI推進監及び企画部門に専門部署を設置

◆ 高い再エネ導入目標や産業変革の将来像とそこに向かう戦略を定め民間投資を呼び込む

◆ 農林業、製造業、交通・物流、資源循環を重点分野に部局横断で取組推進

2019年度

「ぐんま５つのゼロ」 を宣言

「ぐんま５つのゼロ宣言」実現条例 を制定
2021年度

◆ 新築・増改築する一定規模以上の建築物に再エネ設備導入を義務化

グリーンイノベーション推進監・グリーンイノベーション推進課 を設置
2022年度

グリーンイノベーション群馬戦略2035 を策定
2024年度

◆ 水素等の利活用の具体化を図る

ぐんま水素ビジョン2035 を策定
2025年度
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群馬県の脱炭素施策の沿革



◆ 企業規模不問で専門コンサルタントに無料相談

◆ 窓口へ来所する形式から専門家が企業訪問する形式へ

2022年度

「脱炭素経営戦略相談窓口」（無料相談事業）開設

環境省「地域ぐるみでの脱炭素経営支援体制構築モデル事業」参加
2023年度

◆ 県内大企業のサプライチェーン傘下企業へ「見える化」ツールをトライアル導入

◆ 「支援機関向け中小企業の脱炭素経営支援ガイドブック」の作成

無料相談事業を「脱炭素経営お悩み相談窓口」 に変更
2024年度～
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金融機関・商工団体等向け「脱炭素経営支援」の普及に着手 
◆ 商工会議所経営指導員向け研修会での周知

◆ 金融機関・商工団体向けセミナー・研修会の開催
（2025年経済産業省「中小企業に対する支援機関等のGX支援体制強化事業」へ参加）

◆ 金融機関・商工団体等、個別訪問

◆ サプライヤー支援を進める企業の情報捕捉、フォローアップ

群馬県の脱炭素経営支援の沿革



支援機関や民間企業に向けたセミナーやワークショップの様子



＜モデル事業＞本事業【Ｒ５環境省】
「地域ぐるみでの脱炭素経営支援体制構築モデル事業」

（10/10国庫）

地域ぐるみでの脱炭素経営支援体制構築モデル事業

〇群馬地域事業概要
中小企業への脱炭素経営普及に向け、支援機関（金融機関、団体等）

の役割強化を目的として、モデル事例創出・支援機関向けガイドブック
作成を通して、推進体制の構築と支援機関の人材育成を実施

〇概要
・コンサルティング会社支援の下、銀行員が対象企業を支援
・支援の中から課題を見つけて、整理

群馬県・群馬銀行・東和銀行 連携事業

○担当部署
群馬県 知事戦略部グリーンイノベーション推進課
群馬銀行 コンサルティング営業部
東和銀行 リレーションシップバンキング推進部

＜支援ガイドブックの作成＞

・モデル事業で得られた知見を基に、企業を支援する者向けに脱炭素
経営を地域企業に認知・実践してもらうためのガイドブックを作成

・脱炭素経営を企業に展開するノウハウ、具体的な取組みの流れ等、
支援側に必要な情報を収録



中小企業の脱炭素経営支援ガイドブック①



「環境に良い経営」は理解して
もらえるが、経営者の行動に

繋がらない…。

中小企業の脱炭素経営支援ガイドブック②

ヤル気を引き出すきっかけを探る

ヤル気が出たら具体的な取組へ

自団体で案内できるもの、
地域内で受付できるものを

一覧整理
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